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インボイス学習、反対運動を力に仲間増やしを 
 

■2022年 秋の運動（仲間増やし）

読者 会員 共済 婦人 青年
安　芸 0 0 0 0 0 0
香美郡 1 1 3 0 0 1
南　国 2 0 2 0 0 1
高　知 4 0 2 0 0 3
仁淀川 0 0 0 0 0 0
須　崎 1 0 0 0 0 1
中　村 1 1 0 0 0 0

計 9 2 7 0 0 6

拡　　　　　大 成果
会員

10/10
現在

成果会員：読者か会員を拡大した会員(紹介含む)  

イ
ン
ボ
イ
ス
チ
ラ
シ 

10
／
17
高
知
新
聞
に
折
込
み  

 

高
知
市
を
除
く
県
下
の
高
知
新
聞
に

折
り
込
み
し
ま
す
。
仲
間
増
や
し
の
き

っ
か
け
、
力
に
し
ま
し
ょ
う
。
＊
高
知

民
商
は
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
し
ま
す
。 

 

イ
ン
ボ
イ
ス
影
響
あ
る
７
割 

高
知
民
商
が
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査 

９
月
の
イ
ン
ボ
イ
ス
学
習
会
参
加
者

の
方
に
。
学
習
会
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
の

学
習
会
の
後
に
聞
い
た
の
で
、｢

知

っ
て
い
る｣

と
回
答
し
た
方
が
多
い
で

す
が
、
聞
い
て
い
な
い
方
に
回
答
を

求
め
た
場
合
に
は
、
圧
倒
的
に｢

知
ら

な
い｣

が
増
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か 

②
あ
な
た
の
経
営
に
影
響
が
あ
る
と
思

い
ま
す
か
？ 

◆
影
響
あ
る…

53(

66
％) 

◆
影
響
な
い…

５(

６
％) 

◆
分
か
ら
な
い…

20(

25
％) 

※
無
記
入…

２ 

業
種
に
関
係
な
く
、
３
人
に
２
人

は｢

影
響
あ
る｣

と
回
答
。
影
響
の
広

さ
を
感
じ
ま
す
。
一
方
で｢

分
か
ら
な

い｣

と
の
回
答
も
４
人
に
１
人
は
お

り
、
未
だ
直
接
的
な
影
響
を
測
り
か

ね
て
い
る
方
も
多
く
い
る
の
が
分
か

り
ま
す
。 

い
の
町
の
生
活
再
建
・
伴
走
型
の 

 
 

滞
納
整
理
の
取
組
み
⑦ 

７ 

生
活
再
建
に
向
け
た
い
の
町
の
将
来
的
展
望 

 

何
故
、
今
、
生
活
困
窮
者
対
策
が
必
要
な
の
で

し
ょ
う
か
。 

 

低
所
得
者
層
に
対
す
る
差
押
に
よ
る
一
方
的
な

徴
収
は
、
生
活
困
窮
の
妨
げ
と
な
る
だ
け
で
な

く
、
精
神
的
に
追
い
詰
め
、
破
綻
の
途
を
招
き
、

当
然
に
納
付
意
欲
の
向
上
に
も
繋
が
り
ま
せ
ん
。 

 

頼
り
が
い
の
あ
る
行
政
：
町
民
生
活
の
安
定
こ

そ
が
将
来
的
な
納
付
意
欲
の
向
上
に
も
繋
が
っ
て

い
き
ま
す
。 

 
先
に
も
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
多
重
債
務
者
対
策

の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
貸
金
業
者
に
対

す
る
過
払
金
差
押
は
、
滞
納
者
の
生
活
困
窮
か
ら

の
脱
却
と
同
時
に
滞
納
解
消
へ
と
繋
が
っ
て
い

き
、
そ
の
後
の
生
活
に
も
ゆ
と
り
を
持
っ
た
生
き

が
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

 

行
政
こ
そ
が
、
町
民
に
と
っ
て
最
後
の
希
望
で

あ
る
べ
き
で
す
。 

 

本
町
で
は
、
現
在
債
権
管
理
課
に
お
い
て
生
活

再
建
型
滞
納
整
理
と
し
て
「
多
重
債
務
者
対
策
」

を
中
心
に
日
頃
の
納
付
相
談
を
通
じ
て
、
生
活
困

窮
者
の
発
見
に
努
め
て
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
債
権
管
理
連
絡
会
議
を
通
じ
て
、
行

政
と
し
て
ど
の
よ
う
な
救
済
策
を
講
じ
て
い
く
の

が
そ
の
方
に
と
っ
て
真
の
意
味
で
の
自
立
支
援
に

繋
が
っ
て
い
く
の
か
を
日
々
研
鑽
し
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
当
課
の
み
で
は
町
内
に
居
住

す
る
す
べ
て
の
生
活
困
窮
者
を
把
握
し
生
活
改
善

へ
と
導
い
て
い
く
こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。 

 

そ
の
た
め
、
関
係
各
課
と
よ
り
緊
密
な
連
携
体

制
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

例
え
ば
、
当
町
で
は
、
ほ
け
ん
福
祉
課
の
管
轄

で
あ
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
高
齢
者
の
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
・
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
・
目
常

生
活
支
援
の
相
談
）
、
い
の
町
自
殺
対
策
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
（
自
殺
対
策
の
課
題
の
解
決
に
向
け

た
協
議
）
、
い
の
町
自
殺
対
策
庁
内
ワ
ー
キ
ン
グ

会
議
（
職
員
の
意
識
向
上
、
庁
内
の
連
携
、
情
報

共
有
等
）
等
が
あ
り
、
家
庭
内
Ｄ
Ｖ
、
ひ
き
こ
も

り
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存

症
、
借
金
依
存
症
な
ど
様
々
な
町
民
の
方
の
心
の

悩
み
や
、
借
金
問
題
な
ど
に
対
応
す
る
こ
と
が
で

き
る
組
織
が
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
外
部
機
関
と
し
て
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
①
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
、
②
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
制
度
、
③
目
常
生
活
支
援
自
立
支
援

事
業
、
④
フ
ー
ド
バ
ン
ク
、
⑤
そ
の
他
（
な
ん
で

も
相
談
）
な
ど
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

当
課
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
関
係
機
関
と
よ
り
緊

密
に
連
携
し
て
い
く
た
め
債
権
管
理
連
絡
会
議
を

通
じ
て
、
適
切
に
生
活
困
窮
者
等
の
方
の
支
援
を

よ
り
一
層
強
化
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 

 

ま
た
、
当
課
で
は
本
年
度
を
め
ど
に
生
活
再
建

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
の
当
課
で
の
取
り
組
み
を
よ
り
わ

か
り
や
く
す
体
系
化
す
る
こ
と
に
よ
り
次
世
代
の

職
員
へ
と
繋
い
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

記
載
を
お
願
い

し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
は
以
下

の
通
り
で
す
。 

◆
回
答
数
80
名 

①｢

イ
ン
ボ
イ
ス

制
度｣

の
内
容
を

知
っ
て
い
ま
す

か
？ 

◆
知
っ
て
い
る 

…

65(

81
％) 

 
 

 
 

◆
知
ら
な
い 

…

11(

14
％) 

※
無
記
入…

４ 

インボイスが実施されたら活動継続できない  
 ９月２９日、上岡仁淀川民商会長と入江県連事務局長は、

｢とさし旬物クラブ｣の代表を訪問し、インボイス制度につい

て懇談しました。懇談は同じ地区にいる、前田元民商副会長

が段取りしました。 

 同クラブは、土佐市高岡地区の地産地消に取り組む農家の

グループで、２０年の歴史があります。地元農産物の同市給

食センターへの納品、焼き肉のタレの製造・販売(地場産品直

販所やスーパーでの委託販売)などをしています。県からすす

められアグリコレット(ＪＡ高知の農産物直売所)にも出品。

また、小中学校に出向いての｢食育教育｣にも携わっていま

す。 

 クラブの代表は、｢給食センターからはインボイスが発行で

きなければ納品を受けられないと言われている。グループのメ

ンバーに課税事業者になってとも言えない。インボイスが実施

されたら今までの活動は継続できないのでは｣と語ります。 

 上岡会長と入江事務局長は、｢今までどおり取引できるよう

に市長や担当課と話し合ってはどうですか｣｢民商としても申

入れ、懇談をします｣と述べました。 

 署名をお願いすると、｢毎月の集まりがあるので、そこでメ

ンバーに訴えます｣と署名用紙を預かってくださいました。 

 事前に資料は送っていましたが、代表は民商が、どんな組

織かは知らず、｢インボイスをすすめに来る｣と思っていたそ

うです。｢民商がインボイスに反対しているのは周知のこと

と｣して訪問したことは、反省させられました。 

（１０／１０仁淀川民商ニュース） 

mailto:kosyoren@citrus.ocn.ne.jp

